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薩南諸島と近傍における温帯性および
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Distribution of Temperate/Tropical Seagrass in Satsunan Islands and 
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Abstract: Distribution of thirteen species of seagrass in Satsunan Islands and adjacent waters 

(Kagoshima Prefecture) was determined by herbarium specimens at Kagoshima University and 

Kagoshima Prefectural Fisheries Technology and Development Center. Furthermore, a field 
survey was carried out at 阿TO sites of seagrass meadows in Amami-Oshima Island to reveal the 

community structure of these meadows and their distributional ecotone of tropical and temperate 

species. Zoster，α japonica and Halophila nipponica , co11ected from Amami-Oshima Is. , were the 
only temperate species occurring in this region. Distributional limits of tropical species differed 

by the taxa. Six tropical species , Cymodocea rotundata , Cymodoceα serrulata ， Syringodium 

isoetijolium , 1及alassia hemprichii, HaloPhila ovalis and HaloPhila deciPiens , were confirmed from 

Amami-Oshima Is. and is appear to be at their most northern limit in the world. Meanwhile , 

two species of ]{，αlodule were confirmed at a11 major islands from south of Tanegashima Is. , and 
HaloPhila major were confirmed from both Satsunan and southern part of Kyushu Islands. In 

general, T hemprichii occurs as one of the more dominant species in reef-associated habitats 
in the Pacific tropical islands including the southern part of Satsunan Is. (i.e. , Yoronjima, 
Okinoerabujima, Tokunoshima Islands). However, in Amami-Oshima Is. , Halodule and Zostera 
were more common rather than the former. 
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海産顕花植物(海草)は沿岸域における重要な基

礎生産者であると共に，本種の高密度群落(海草藻

場) は魚類やベントスなどの生息場や産卵場として

機能し，種多様性の高い空間を形成する (Green and 

2012年 1 月 13 日受付; 2012年 4 月 5 日受理.

Short 2003 ;仲間・渡辺 2011) 。また，海草は地下茎

の発達によって底質を安定させ，栄養塩の吸収によっ

て水質を浄化するなど，様々な機能を有している。近

年では，藻場そのものが資源として捉えられており，
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水産業の持続的な発展の観点から藻場の重要性が指摘

されている 。 しかし，日本の藻場は沿岸域の埋め立て

や水質等の環境の変化で、減少傾向にあり，海藻を含め

た藻場全体では過去30年間で約40%消失したと報告さ

れている(水産庁 2009) 。

九州南部や薩南諸島は，温帯域に主な分布域を持つ

海藻・草類 (温帯性種) と熱帯・亜熱帯に主な分布を

持つ種類 (熱帯性種)の分布推移帯 (Ecotone) に位

置しており，両種の群落が混成する海域として知られ

ている (寺田ら 2004) 。 近年，鹿児島湾やその近傍の

海域では，亜熱帯性海藻の増加や温帯性海藻の衰退等

が報告されてお り ，環境変動との関連が指摘されてい

る(島袋ら 2007a， 2007b ;土屋ら 2011 ;寺田 2011 ) 。

日本産の海草については，古くは Miki (1932, 

1933, 1934a, 1934b ) が報告しており，最近では大

場・宮田 (2007) が種内分類群を含む30分類群を日

本海草図譜で体系的に報告している 。 また，南西諸

島の海草類については，田中ら (1962a， 1962b ) や

田中・糸野 ( 1968) ， Tsuda and Kamura ( 1990) ，当

真(1999) ， Kuo et al. (2006a) ，香村ら (2008) が総

説している 。 しかし ， 瞳南諸島(大隅諸島， トカラ

列島，奄美群島) の海草分布に言及した文献は少なく

(田中ら 1962a， 1962b ; 田中 ・糸野 1968) ，当該地域

の知見は不足している 。 これは，主要な標本庫に収蔵

されている薩南諸島産の標本が少ないことに起因する

とされている 。 Kuo et al. (2006a) は南西諸島各地で

生育調査を実施すると共に，京都大学，東京大学，東

京都立大学(当時) ， 国立科学博物館植物研究部に収蔵

されている標本と文献を調査した。彼らは薩南諸島よ

り 11種を報告したが，薩南諸島各島の調査は限定的で

あり ，分布の全容については未解明の部分が多く残さ

れている 。

特に， 日本産海草類の分類はいくつかの報告によっ

て近年著しく変化した。 ウミジグサ属の分類は大場・

宮田 (2007) によって 3 種に整理され，ウミヒルモ属

の分類は Kuoet al. (2006b) や Uchimura et al. (2007, 

2008) で再検討されたことから，最新の分類体系に基

づいた各種の分布を改めて整理することが求められて

いる 。

鹿児島県は温帯性海草と熱帯性海草の分布推移帯に

位置することから，海草藻場の構成種が緯度的に著し

く変化する 。 この地域で海草藻場を保全し，失われた

藻場を再生させるためには，地域の生育環境に適した

海草類の増殖や藻場造成技術の開発が求められる 。 そ

のためには，温帯性，熱帯性各種の生理生態学的知見

を集積するともに，分布や生育環境に関する知見を整

理することが重要であ る 。

著者らは，鹿児島県内外各地で海産植物の生育調

査をおこ ない， 標本を鹿児島大学水産学部と鹿児島県

水産技術開発センターの各標本庫に収蔵してきた。 分

布の空白地帯である薩南諸島の知見を充実するには両

標本庫に収蔵されている標本を改めて同定することが

重要と考えた ことから， 2000年以降の各種藻場調査の

記録と併せ，薩南諸島を中心に，県本土も含めた海草

類の分布を整理することを目的とした。 また，分布推

移帯の海草藻場は，構成種や垂直分布構造が沖縄以南

や鹿児島県本土の海草藻場と異なる可能性が考えられ

る 。 このため，熱帯性海草類のまとまった群落として

最北端に位置する奄美大島 2 ヶ所でライントランセク

ト調査を行い，鹿児島県以北および以南に見られる一

般的な海草群落と比較を行った。

材料および方法

調査では，鹿児島大学水産学部と鹿児島県水産技術

開発セ ンターに収蔵されている標本を観察し，調査記

録に基づいて各種の分布を整理した。 薩南諸島で採集

された標本を主な対象としたが，分布が鹿児島県本土

におよぶ種類では， 県本土での分布も含めて整理した。

また，鹿児島湾が分布南限とされるアマモについては，

大隅諸島 (種子島，屋久島等)での分布の有無を確認

する意味で，調査対象に含めた。 標本の多くは著者ら

が鹿児島県内各地の現地調査で採集したが， 2000年以

前に採集された標本も併せて観察した。 なお，著者ら

は，鹿児島県内のほぼすべての地域で調査を実施して

おり，期間中に訪れた調査地には三島村や宇治群島，

トカラ列島，硫黄鳥島などの薩南諸島小島l興も網羅さ

れている 。 採集地に基づく各地の分布図には， Kuo et 

al. (2006a) と大場・宮田 (2007) に記さ れた生育地

も併せて図示し，田中ら(1962a， 1962b ) ，田中・糸

野 ( 1968) ，香村ら (2008) については鹿児島大学に

標本や調査記録があるものを本研究のデータの一部と

して用いた。

海草の分類については研究者によ って異なる 。 海草

の種多様性と同定については Shortet al. (2007) を基

に最新の文献に準じることとし，ウミジグサ属につい

ては大場・宮田 (2007) に従った。 また，ウミヒルモ

属については Uchimuraet al. (2008) に従った。 なお，

考察は種のレベルとし，種内分類群は対象から除外し

た。

ライントランセクト調査は，コアマモ ・ ウミジ

グサ類の群落 (奄美市笠利町前肥田 ) とリュウキユ

ウスガモの群落(大島郡瀬戸内町ヤ ドリ浜)を対象

に調査を行った (Fig.1) 。前肥田 (28027.478'N ; 

129
0

39.539'E ) では 2011 年 7 月 25 日，ヤド 1) 浜

(28
0

07.486'N ; 129
0

21.789'E) では 2011 年 11 月 11 日
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本研究の結果，九州南部 (鹿児島県本土)から 2

属 4 種， 薩南諸島か ら 6 属 12種がそれぞれ確認さ れた

(Table 1) 。 鹿児島県全体としては， 6 属 13種だった。

以下に各種の分布と特記事項を記す。

果

薩南諸島近傍の海草

に実施した。 前肥田は笠利湾西部の内湾の海浜である

のに対し，ヤドリ浜は大島海峡南東部に位置する海浜

である 。 調査では，大潮時高潮線に設置した基点より

沖合方向 (前肥田 60. ヤドリ 浜， 240.) に調査測線

を設置し， 概ね一定間隔で50cm 四方の方形枠を設置

し，枠内に見られる海藻・ 海草類の被度を観察した。

水深は測定時の実測水深を測定し，海上保安庁潮汐表

第一巻(海上保安庁 2010) の名瀬市の潮汐を笠利湾

と古仁屋の潮時差で補正 して水深を算出 した。 アマモ科 Zosteraceae

アマモ Zostera mar，的a Linnaeus (Fig. 2A) 

鹿児島県湾内各地や薩摩半島南西部(南 さつ ま 市野

間池)お よ び北西部(阿久根市，出水市) ， 長島，甑

諸島で見られたが， 大隅諸島(種子島や屋久島等) 以

南で採集された標本は見られなかった。 ま た ， 著者の

1 人である寺田は2002年に種子島， 2003年に屋久島，

2009年に薩摩半島南部沖の三島村で海藻 ・ 海草相調査

をお こ なったが，アマモは確認されなかった (寺田，

未発表) 。 鹿児島県本土では，内湾の i斬深帯上音防、ら

水深 3 m 前後にかけての砂泥底上に生育 していた。

コアマモ Zost，θrajaponica Ascherson et Graebner 

(Figs. 28 , 6A) 

八代海沿岸や薩摩半島西岸，甑島， 鹿児島湾， 志布

志湾，奄美大島で見られた。 鹿児島県本土では内湾の

砂泥底で純群落を形成したが 奄美大島ではウミジグ

サ類と混生 していた。 奄美大島北部の笠利湾周辺で広

く見られたが，それ以外の地域ではウミジグサ類の方

が多く見られた。

2km 

。
山
一

ベニアマモ科 Cymodoceaceae

ウミジグサ Halodul，θ uninervis (Forssk虱) Ascherson 

(Fig.3A) 

奄美大島，沖永良部島，与論島，種子島南部(広田)

2km 

Fig. 1. Map of Amami-Oshima Is land , Kagoshima 

Prefecture, showing the two transect study sites (Maehida 
and Yadori Beaches) in this study. 

Table 1. Seagrass species from Satsunan Islands, Kagoshima Prefecture, ]apan 

Kagoshima Satsunan Islands 
Proper Amami 1s. 

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

Tokara 1s. Osumi 1s 

+
+
+
 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 
+ 

Species 

Zostera marina 
Zoster，α japonica 

Halodule uninervis 
Halodule tridentata 
Halodule 戸inifolia

。modocearotundata 
Cymodocea serrulata 
Syringodium isoetifolium 
Thalassia hemprichii 
HaloPhila major 
HaloPhila ni仲onzca

HaloPhila ovalis 
HaloPhila dec砂tens

Family 

Zosteraceae 

Cymodoceaceae 

Hydrocharitaceae 
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Fig. 2. Distribution of 岡市 Zostera species (A, Z. marinα; 

B, Z. japonica) in Kagoshima Prefecture, Japan. Closedｭ

circles indicate the collection sites of herbarium speciｭ

mens in Kagoshima University and Kagoshima Prefectural 

Fisheries Technology and Development Center. Openｭ

circles and open-squares were cited from Ohba and Miyata 

(2007) and Kuo et al. (2006a) , respectively. 
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で見られ，礁池や内湾の砂泥底に他のウミジグサ類と共

に高密度な群落を形成していた。これらの生育地ではア

マモ場の主要構成種として生育していた (Table 2) 。

ホソパウミジグサ Halodule triden白ta (Steinheil) 

Endlicher ex Unger (Figs. 3B , 6B) 

奄美大島，沖永良部島，与論島，種子島南部(犬城)

で見られ，礁池や内湾の砂泥底に他のウミジグサ類と

共に高密度な群落を形成していた。沖永良部島や与論

島ではリュウキュウスガモなどとも混生したが，奄美

大島ではウミジグサ類の優占群落となっていた。

マツバウミジグサ Halodule pinifol，匂 (Miki) den 

Hartog (Fig.3C) 

奄美大島，沖永良部島，与論島で見られた。礁池や

内湾の砂泥底や砂地に他のウミジグサ類と混生し，高

密度な群落を形成していた。

ベニアマモ Cymodocea rotundata Ehrenberg et 

Hemprich ex Ascherson (Fig. 4A) 

奄美大島，沖永良部島，与論島で見られ，礁池に

リュウキュウアマモやリュウキュウスガモと混生して

いた。奄美大島では北部(あやまる崎)で見られるが，

ウミヒルモ群落内に点生する程度だった。

B 

~O~ ~ 

r!JI' 

[J 

ら

C 

/ 

。

~O~ d 
• む

。

Vd 

Fig. 3. Distribution of three Halodule species (A, H. uninervis; B, H. tridentata; C, H. ρinifolia) in 

Kagoshima Prefecture, Japan. Closed-circles indicate the collection sites of herbarium specimens 

in Kagoshima University and Kagoshima Prefectural Fisheries Technology and Development 

Center. Open -squares were cited from Kuo et al. (2006a). 
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リュウキュウアマモ Cymodocea serrulata (R. Brown) 

Ascherson et Magnus (Fig. 48) 

奄美大島北部の龍郷湾や徳之島 (与名間) で見られ，

礁池や内湾の砂泥底にベニアマモやリュウキュウスガ

モ，ウミジグサ類と混生していた。棒、之雲の生育地は

礁池だっ たが，奄美大島龍郷湾の生育地は内湾の砂泥

底で.ウミジグサ類、と混生 していた。
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Fig, 4 , Distribution of two Cymodocea species (A，仁 rotundat，α ; B，仁 serrulata) ， Syringodium isoetifolium (C) and Thalassia 

hemprichii (D) in Kagoshima Prefecture, ]apan. Closed-circ!es indicate the collection sites of herbarium specimens in 
Kagoshima University and Kagoshima Prefectural Fisheries Technology and Development C巴nter. Open-circle and openｭ
squares were cited from Ohba and Miyata (2007) and Kuo et al. (2006a) , respectively. 
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deciPiens) in Kagoshima Prefecture, Japan. Closed-circles indicate the collection sites of herbarium specimens in Kagoshima 
University and Kagoshima Prefectural Fisheries Technology and Development Center. Open..circles and open-squares were 

cited from Ohba and Miyata (2007) and Kuo et al. (2006a) , respectively. Asterisks indicat:e HaloPhila mikii, 
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ボウバアマモ Syr，わIgodium isoetiわlium (Ascherson) 

Oandy (Fig. 4C) 

礁池にリュウ キュウスガモなどと混生し，葉が円筒

形を呈する点で他種と容易に区別された。本研究では，

奄美大島南部と与論島で見られた。 奄美大島南部の清

水ではウミジグサ類やウミヒルモ類と混生するが，与

論島ではリュウキュウ スガモなどと混生していた。

トチカガミ干ヰ Hydrocharitaceae

リュウキュウスガモ Thalassia hemprichが (Ehrenberg)

Ascherson (Figs. 40 , 60-F) 

奄美大島以南の各島で見られ，礁池の小石やサン

ゴ片が混在する硬い砂地に地下茎を張っ て生育してい

た。 奄美大島の生育地は宇検村の一部を除いていずれ

も小規模で、あ り， 優占していなかっ た (Table 3) 。

ウミヒルモ Halophila ovalis (R. Brown) J. O. Hooker 

(Figs. 5 A, 6C) 

奄美大島，沖永良部島，与論島で広く見られ，礁池

の砂地に高密度な群落を形成していた。

オオウミヒルモ Halophila major (Zollinger) I¥l1iquel 

(Fig.5B) 

鹿児島県本土では東シナ海に面した薩摩半島南西部

(南さつま市) や甑島で見られ， 薩南諸島では種子島，

奄美大島，徳之島，与論島で見られた。 礁池の砂地や

内湾の砂泥底に生育していた。 奄美群島ではウミヒル

モとともに高密度な群落を形成していた。

ヤマトウミヒルモ Halophilanipponica Kuo (Fig.5C) 

八代海沿岸，甑島，薩摩半島南西部，鹿児島湾，奄

美大島北部で見られ，内湾や静穏域の砂泥底に生育し

ていた。

トゲウミ ヒルモ Halophila decipiens Ostenfeld 

(Fig. 50) 

奄美大島北部の龍郷湾や南部の加計呂麻島で見られ

た。 内湾や静穏域の水深 5m 前後やそれ以深の砂泥

底に生育していた。 葉の縁辺に顕微鏡的な鋸歯を持つ

ことで区別された。

奄美市笠利町前肥田と瀬戸内町ヤド リ 浜の群落構造

奄美市笠利町前肥田の群落構造を Table 2 に示し

た。 海底は遠浅で，離岸距離90m で水深 2m だが，

その後はゆるやかに傾斜しており，離岸距離120m で

水深約7.6m だ、った。群落には，コアマモ (Fig.6A) ，

ウミジグサ，ホソパウミジグサ (Fig. 6B) ，ウミヒ

ルモ (Fig. 6C) ，オオウミヒルモ，ヤマトウミヒルモ

の 6 種の海草が見られた。 調査測線上では，離岸距

離25-30 m の水深 1m 前後ではコアマモが被度20%

Table 2. Vertical and horizontal distribution of a seagrass / seaweed community in Maehida Beach (Origin, 2S'27.47S'N 
129'39.539'E) , Kasari, Amami-Oshima Is. , Kagoshima Prefecture, on 25 July 2011 

Distance (m) 。 2 20 25 30 40 45 50 52 60 65 75 83 90 100 105 110 115 120 

Soecies Depth (m) 0.82 0.32 -1 -1 自1.1 -1.2 -1.2 -1.2 -1.2 -1.2 1.4 -1.5 -1.6 -2.1 -3.7 -4.3 -5.2 -6.7 -7.6 peC!es 
S, S, S, S, S, S, S, S, S, Cr, R, Cr, R, R, Cr, R, 

Substratum MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS MS 

Acelabularia ryukyuensis + 

Craαlariopsis sp + + 

Cracila円。asalicornia + + 

Zostera japonica 20 10 
Halodule tridentata 5 30 40 50 30 
HaloPhila major + 10 10 5 10 20 5 5 
Caule仰 taxifolia + 

Neo例。isannulata + 

Halimeda incrassata + + 

Udotea javensis + 

Halodule 仰l1ler側 + + 

Cracilaria arcuata + + 

Padina sp + + 

Padina 問問or + + + 

Ceratodictyon spongiosum + 

Digenea simPlex 5 + 
FiJamentous red algae + 5 5 5 
HaloPhila niPponica + + + 10 5 + 
Others + + + + + + + + + + + + + + 

Values for each species indicate the coverage of the quadrat (50 cm x 50 cm) 
+, less than 5% coverage 
Distance, distance from the Maximum high water spring; Depth, depth from the mean sea level (datum of depth, 115cm below mean sea level). 
Substratum: Cr, Coral; MS, Muddy Sand; R, Rock; S, Sand 
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Fig. 6. Seagrass bed in Amami Is1ands. A, Zostera japonica community in Amami-Ohshima Is; B, Halodule tridentata comｭ

munity in Amamﾌ-Oshima Is; C, Halophila ovalis community in Amami-Oshima Is; D-F, Thalassia hemprichii communities in 
three different islands. D, low-density community in Amami-Oshima Is; E and F, high-density community in Yoronjima 1. (E) 

and Tokunoshima 1. (F). 

程度で見られ，離岸距離30-50 m の水深1.2 m 前後

ではホソパウミジグサが30-50%の被度で優占した。

コアマモとホソパウミジグサの生育帯ではオオウミ

ヒルモとウミジグサが混生し，海藻類ではオゴノリ

類やミツデサボテングサ Halimeda incrassata (E11is) 

Lamouroux，カイメンソウ Ceratodicかon spongiosum 

Zanardini などが混生した。 オオウミヒルモは離岸距

離100-105 m 付近の水深 4m 前後でも見られ，離岸距

離110-115m の水深 6m 前後ではヤマトウミヒルモが

点在した。調査測線外では ホソバウミジグサ群落内

にウミ ヒルモが混生する場所も見られた。 本群落で見

られた海草類の垂直分布構造は奄美大島北部の笠利湾

や龍郷湾に沿って見られた。また，龍郷湾では，ベニ

アマモやリュウキュウアマモが場所によってホソパウ

ミジグサ帯の下部に見られたが，いずれも被度は低く，

点生する程度だ、った。

奄美大島南部の瀬戸内町ヤドリ浜の群落構造を

Table 3 に示す。海岸付近は砂浜であり，離岸距離

10m，水深 1m 以深は砂地にサンゴ性の小石や岩が

点在し，硬い底質となっていた。リュウキュウスガモ

は離岸距離20-25 m，水深1.5m 前後に被度10%程度見

られたが，それ以深では見られなかった (Fig.5D) 。

近傍の瀬戸内町清水で、は リュウキュウスガモの水深

帯付近にウミヒルモ，オオウミヒルモ，ウミジグサ類

が混生し，その上にボウパアマモが混生する垂直分布

となっていた。なお，リ ュウキュウスガモは奄美大島

Table 3. Vertical and horizontal distribution of the sea 
grass / seaweed community in Yadori Beach (Origin: 

28'07.486'N 129'21.789'E) , Setouchi, Amami-Oshima Is. , 
Kagoshima Prefecture, on 11 November 2011 

Species Distance (m) 。 5 10 15 20 25 

Depth (m) 0.16 -0.85 -1.25 -1.35 -1.46 -1.56 

R R,P, R,P, R,P, 
Substratum S S S S S S 

Caulerpa cupressoides 5 + 
Acetabularia r戸4かuensls 5 5 + 

fか抑ea sp. + + + + 

Digenea simplex 5 
Halimeda discoidea + 

Halimeda micronesica + 

Padina minor + 

Filamentous red algae + 10 
Acanthophora sPicifera 10 + 5 
Ceratodictyon s戸0問!glOsum 5 5 + 
Thalassia hemprichii 5 10 
Dictyota sp. + 5 
Cymopolia vanbosseae + + 

Others + 5 10 10 

Values for each species indicate the coverage of the quadrat (50 cm 
x50 cm) 
+, less than 59も coverage.

Distance , distance from the Maximum high water spring; Depth, 
depth from the mean sea level (datum of depth, 1l5cm below mean 
sea level). 
Substratum: P, Pebble; R, Rock; S, Sand 

北部の龍郷町安木場や笠利町あやまる崎でも見られた

が，いずれも被度は低く，点生する程度だった。
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考 察

本研究によって， 鹿児島県より 6 属 13種の生育が

確認されたが， 地域によ っ て見られる種類は大きく異

なった。 アマモ科 2 種のうち ， アマモの分布は鹿児島

県本土ま で、だ、ったが，コアマモの生育を奄美大島で確

認した。 本種は Miki ( 1933) や喜田 ( 1964) ， Kuo et 

al. (2006a) が奄美大島，種子島， 与論島より 報告 し

ており，これらの報告を支持する結果とな っ た。

一般に，鹿児島県本土のコアマモは潮間帯下部に

純群落を形成する 。 奄美大島でも内湾の砂泥底で見

られたが，純群落は形成せず，コアマモ帯の下にウ

ミジグサ類が帯状に分布し，ウミヒルモ類が混生し

た (Fig . 6A, Table 2) 。 沖縄県でのコ アマモの分布は限

定的であり，群落も小規模と報告されている(横田

2006) 。 奄美大島北部の笠利湾周辺では広く 見られる

が，それ以外の地域ではウミジグサ類の方が多く見

られた。 なお，大場 ・ 宮田 (2007) では南西諸島の個

体群を亜種の レベルで区別しているが，裸名であるこ

とと分子系統解析を用いた再検討が必要であることか

ら， ここでは扱わなかった。

ウミ ジグサは， 田中ら ( 1962a， 1962b ) が奄美大島

(奄美群島) ， Kuo et al. (2006a) が奄美大島，徳之島，

与論島より報告している 。 本研究では奄美大島，沖永

良部島，与論島， 種子島南部(広田)での生育が確認

さ れ，薩南諸島に広く分布することが明らかになった。

九州南部での本種の採集記録はなく，種子島が本種の

分布北限と考えられる 。

ホソパウ ミジグサは，奄美大島 中永良部島，与論

島，種子島南部(犬城)で確認された。 ウ ミジグサの

葉の幅の狭いタイプは，ウ ミジグサのー型や (広義の)

マツバウミジグサとされてきたが， 葉の先端の形状で

ホソパウミジグサとマツバウミジグサが区別されてい

る 。 沖永良部島や与論島ではリュウキュ ウスガモなど

の群落に混じって混生するが 奄美大島の群落では本

種とウ ミジグサが優占群落と なる。九州南部での本種

の採集記録はなく，種子島が本種の分布北限と考え ら

れる 。

マツバウ ミジグサは，田中ら (1962a) が奄美大島，

Kuo et al. (2006a) が奄美大島，与論島 よ り 報告 して

いる。本研究では奄美大島，沖永良部島，与論島で確

認され，奄美群島に広く分布することが明らかになっ

た。

ベニアマモは奄美大島， 沖永良部島，与論島で見

られた。 田中ら (1962a， 1962b) は奄美大島， Kuo et 

al. (2006a) は奄美大島，与論島，喜界島より 報告 し

ており，奄美群島に丘14干布するこ と が示日夜さ れた 《

本種は太平洋およびイ ンド洋の熱帯 ・亜熱帯域に広く

分布するが， トカラ列島以北の採集記録はない こ とか

ら，奄美大島北部が本種の分布の北限と考えられる 。

リ ュウキュウアマモは， 田中 ら ( 1962a， 1962b ) カ宝

奄美大島と喜界島， Kuo et al. (2006a) が奄美大島，

喜界島，与論島より報告 している 。 本研究では奄美大

島北部の龍郷湾や徳之島 (与名間) で見られた。 大場 ・

宮田 (2007) は分布を喜界島以南 と記載しているが，

龍郷湾 (28'25'N ; 129 ' 38'E) の方が喜界島 (28'21'N ;

130'1'E) より若干高緯度に位置する 。 太平洋および

インド洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に広く 分布するが，本種も

トカ ラ列島以北での採集記録はなく，奄美大島北部が

本種の分布北限と考えられる。

ボウパアマモは，田中ら(1962a， 1962b) が奄美大島，

Kuo et al. (2006a) が奄美大島と与論島より報告して

お り，大場 ・宮田 (2007) は分布を奄美大島以南とし

ている 。 本研究では奄美大島南部と与論島で見られた

が， トカラ列島以北の採集記録はないことから，奄美

大島が分布の北限と考え ら れる 。

リ ュウ キ ュ ウスガモは奄美大島以南の各島で見られ

た。 田中ら ( 1962a， 1962b) は奄美大島 (奄美群島)

を産地と しており，田中・糸野(1968) は奄美大島南

部の加計巴麻島から報告している。 また， Kuo et al. 

(2006a) は奄美大島，徳之島，与論島より報告している 。

大場 ・ 宮田 (2007) では喜界島から報告されているが，

奄美大島北部の奄美市笠利町あやまる崎 (28'28'N ; 

129 '43'E) の方が喜界島より 若干高緯度に位置して

お り，本種の分布北限と考えられる 。 沖縄県内各地の

海草群落では， ベニアマモ， リュ ウキュ ウアマモと共

に本種が主要構成種とな っ ている (当真 1999 ;仲間

2008 ;勝越ら 2011 ) 。 本種は徳之島 (Fig. 6E) や沖永

良部島，与論島 (Fig.6F) でも藻場を形成するが(田中・

糸野 1968) ， 分布の北限である奄美大島では生育地が

限定的であり， 生育地において も点生する程度だった

(Table 3) 。

一方， ウミジグサ類は，沖縄ではリ ュ ウキュウスガ

モ等の周辺に混生する程度だが，奄美大島ではコアマ

モと 共に藻場の主要構成種となっていた (Fig.6B) 。

熱帯性海草の分布推移帯 (北限域) では藻場を形成

する種類が徐々に少な くな ると共 に， より高緯度ま

で分布する種類が繁茂する傾向にあると推察される 。

この点については， 熱帯性種各種の温度耐性を光合

成や培養試験，季節消長の観察を通じて明らかにす

る必要があると考える 。 奄美大島の笠利湾周辺では，

コアマモやウミジグサ類のアマモ場がオキナワモズク

Cladosかhon okamuranus Tokida の採苗や育百場所と

して利用 さ れている (鹿児島県大島支庁林務水産課，

奄美漁業協同組令 ね信し コアマモ・内 ミジグサ類
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中心のアマモ場は奄美大島北部で特徴的な群落だが，

当地のモズク養殖業に欠かせない場所であり，藻場の

保全と持続的な利用が求められる。

ウミヒルモは，田中・糸野 (1968) が奄美大島(北

部の笠利，南部の加計呂麻島)， Kuo et a1. (2006a) 

が奄美大島，与論島，大場・富田 (2007) が奄美大島，

喜界島より報告している。本研究でも奄美大島，沖永

良部島，与論島で見られ，過去の報告を支持する結果

となった。 本種は太平洋およびインド洋の熱帯・亜熱

帯域に広く見られるが，屋久島以北でウミヒルモとし

て採集された標本はすべてオオウミヒルモかヤマトウ

ミヒルモに該当したことから，奄美大島が本種の分布

北限と考えられる 。 なお， Kuo et a1. (2006a) はヒメ

ウミヒルモ HaloPhila minor (Zollinger) den Hartog を

奄美大島と与論島から報告しているが， Uchimura et 

a1. ( 2008) に従ってウミヒルモの異名として扱った。

オオウミヒルモは，鹿児島県本土では東シナ海に面

した薩摩半島南西部(南さつま市)や甑島で見られ，

薩南諸島では種子島，奄美大島，徳之島，与論島で

見られた。 また，大場・宮田 (2007) は奄美大島より

報告しており， Kuo et a1. (2006a) は種子島と屋久島

(HaloPhila mikii Kuo) ，奄美大島，徳之島より報告し

ている。本種はヤマトウミヒルモについで、高緯度まで

見られる種であり，本州中南部太平沿岸から南西諸島

各地，フィリピン， ミクロネシアにかけて広く分布す

る。本研究では， Uchimura et a1. (2008) に従って H.

mikii をオオウミヒルモの異名とした。

ヤマトウミヒルモは，原記載 (Kuo et a1. 2006b) に

鹿児島湾や志布志の材料が使用されており，大場・宮

田 (2007) では甑島，種子島，屋久島より報告されて

いる。本研究では八代海沿岸，甑島，薩摩半島南西部，

鹿児島湾，奄美大島北部で見られたが， 奄美大島北部

の個体の形態はホソウミヒルモ HaloPhila okinawensis 

Kuo に該当する 。 Uchimura et a1. ( 2008) はホソウミ

ヒルモをヤマトウミヒルモの異名としたことから，

奄美産の個体もヤマトウミヒルモとした。なお，

Uchimura et al. ( 2007) が記載した HalPhila j，αþonzca 

Uchimura et Faye も異名にあたる 。 ヤマトウミヒル

モは， (本州の東北地方太平洋沿岸を除く ) 本州，九

州，四国各地に分布することから，日本産ウミヒルモ

属では最も高緯度に分布の中心を持つ種である。

トゲウミヒルモは， Kuo et a1. (2006a) が奄美大島，

沖永良部島での生育を報告している。本研究では奄美

大島北部の龍郷湾や南部の加計呂麻島での生育が確認

された。 本種は太平洋や大西洋の熱帯亜熱帯域に広く

分布するが，他の海草類よりも深い場所に生育するこ

とから，薩南諸島での採集記録は多くない。トカラ列

島以北での採集記録はなく ， 奄美大島が本種の分布北

限と考えられる。

海草の種類は地域によって大きく異なり，構成種か

ら鹿児島県本土(甑島含む)，大隅諸島(種子島，屋

久島) ，奄美群島に分けられた (Table 1) 。鹿児島県

本土ではアマモ属 2 種(アマモ，コアマモ)とウミヒ

ルモ属 2 種(オオウミヒルモ，ヤマトウミヒルモ)の

計 4 種が分布する。大隅諸島では鹿児島県本土と同じ

ウミヒルモ属 2 種が分布するが，アマモ属はコアマモ

に限られ，熱帯性のウミジグサ属 2 種(ウミジグサ，

ホソパウミジグサ)が分布北限として生育する。この

海域の海草の種数は 5 種だが，温帯域ならびに熱帯域

でそれぞれ優占種となるアマモやリュウキュウスガモ

が分布しないことから，それぞれの地域で下草として

混生するコアマモやウミジグサ類， ウミヒルモ類のみ

の藻場景観となる点で特異性が高い。 一方，奄美群島

ではコアマモを除いて熱帯性の種類で構成され，種数

が12種と増加する。すべて沖縄島以南で見られる種類

だが，奄美大島ではリュウキュウスガモやベニアマモ，

リュウキュウスガモが優占しない場所も多く，これら

の場所の藻場の景観は大隅諸島の藻場に近い。

ウミヒルモ類は熱帯域に主に分布する分類群だが，

種によって分布域が異なった。ウミヒルモやトゲウミ

ヒルモは奄美大島を分布北限とする一方 (Fig. 6C) , 

分布北限がより高緯度であるオオウミヒルモは鹿児島

県本土まで広く見られた。 また，本土に広く見られる

ヤマトウミヒルモは奄美大島で点生する程度だった。

奄美大島はこれらの種類がすべて見られる場所として

ウミヒルモ類の種多様性が高いと言えるが，これらの

種類に対しでも生理生態学的知見を充実していくこと

が重要と考える。

本研究では， トカラ列島で確認された海草類はな

かった (Table 1) 。 トカラ列島の海藻相は野呂(1995)

が報告しているが，海草類は記載されていない。トカ

ラ列島は，火山島(中之島や口之島など)と隆起サン

ゴ礁の島(小宝島など)で構成されているが，沿岸は

いずれもほぼ岩礁であり 海草類が生育できる内湾の

砂泥底や静穏域はほとんどない。 トカラ列島での調査

は今後も必要だが，種子島と奄美大島の聞に海草類の

大規模な藻場が存在する可能性は低いと考える。

熱帯性の海草群落は温帯域のアマモ類と構成種や生

育環境が異なることから，沖縄県の 8 ヶ所が 「 日本の

重要湿地」に選定されている(環境省自然環境局生物

多様性センター 2008) 。鹿児島県本土では，鹿児島湾

のアマモ群落が重要湿地に選定されているが，薩南諸

島の海草群落は全く調査されていない。これは重要湿

地選定に際する当該地域の知見が大きく不足していた

こと，モニタリングの体制・規模に関係するが，奄美

大島に見られる海草群落の構造は沖縄島以南と大きく
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異なっ てお り， 推移帯に見 ら れる現象 として希少性が

高い。 木研究では 2 ヶ 所の調査に留 まったがラ 奄美群

島各地で同様の調査をお こ ない. 群落構造 と種多様性

の緯度的傾斜と環境要因についてさら に研究をおこな

う必要があると考える 。

本州、|や四国， 九州沿岸ではアマモ場の減少が各地で

指摘されており ， アマモ場の保全や造成の指針がまと

められている(水産庁 2007) 。 南西諸島でのアマモ場

の造成 (再生) 例は多くないが，沿岸環境の悪化に伴

う藻場の消失等で，藻場の保全や造成の必要性は今後

ますます増えていくことが懸念される 。 特に，薩南諸

島に見られるベニアマモ ， リ ュウキュウアマモ，マツ

バウミジグサ，ボウパアマモ(シオニラ)，リュウキュ

ウスガモ，ウミヒルモは環境省レ ッ ドリストの準絶滅

危慎 (NT) に掲載されており，群落の減少や消失が

危倶されている 。 薩南諸島の海草群落は地域によ って

多様であることが本研究で明らかになったが，今後は

各地の藻場の特性や成立条件等を明らかにし，地域に

あった海草藻場の保全や再生のあ り 方を考えていく こ

とが重要である 。

要 約

薩南諸島と鹿児島県本土に見 ら れる海草13種につい

て，鹿児島大学と鹿児島県水産技術開発センターの標

本と調査記録に基づいて分布を整理すると共に，熱帯・

温帯性海草の推移帯に位置する奄美大島 2 ヶ所で群落

構造を調査した。 日本本土に主に分布する温帯性種の

コアマモと ヤマ トウ ミヒルモは奄美大島でも見られた

が，アマモは薩南諸島で確認されなかった。 熱帯性種

の分布は種によって異なり， ベニアマモ， リ ュウキユ

ウアマモ，ボウパアマモ，リュウキユウスガモ，ウミ

ヒルモ， トゲウミヒルモの 6 種は奄美大島が北限だっ

たが， ウミジグサ 2 種は種子島南部でも見られた。 一

方，オオウ ミヒ ルモは薩南諸島， 鹿児島県本土の両方

で見られた。 沖縄以南の海草群落で主要構成種となる

リ ュウキュウス ガモは与論島，沖永良部島， 徳之島で

優占群落が見られたが，奄美大島では一部を除いて点

生する程度であり，コアマモやウ ミ ジグサ類主体の群

落が形成されていた。
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